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は
じ
め
に

　

現
代
に
お
い
て
、「
内
容
見
本
」
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
文
化
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。『
出
版
事
典
』
の
定
義
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
。

出
版
社
が
新
刊
の
出
版
物
の
内
容
、
体
裁
、
定
価
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
発

行
前
に
、
読
者
に
周
知
さ
せ
る
た
め
に
製
作
し
、
無
償
で
頒
布
す
る
カ
タ
ロ

グ
の
一
種
。
普
通
の
個
々
の
単
行
本
に
つ
い
て
よ
り
も
、
高
価
な
豪
華
版
、

事
（
辞
）
典
、
全
集
、
そ
の
他
の
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
と
く
に
宣
伝
を
必
要
と

し
多
数
読
者
の
確
保
を
ね
ら
う
出
版
物
を
対
象
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
単
な
る
新
刊
予
告
や
新
刊
案
内
と
異
な
り
、
特
定
出
版
物
に
つ
い
て

詳
細
に
記
載
し
、
刊
行
者
の
こ
と
ば
、
著
者
ま
た
は
編
者
の
こ
と
ば
や
肖
像
、

推
薦
文
、
内
容
紹
介
、
組
み
方
の
見
本
、
実
物
の
写
真
、
特
価
を
設
け
る
と

き
は
そ
の
期
間
、
読
者
の
購
読
方
法
な
ど
を
掲
げ
る
も
の
（
後
略１
）

　

紀
田
順
一
郎
『
内
容
見
本
に
見
る
出
版
昭
和
史
』「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、

内
容
見
本
は
予
約
出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
明
治
後
期
に
は
じ
ま
り
、
大
正
期
に
は

刊
行
の
辞
、
著
名
人
の
推
薦
文
、
収
録
内
容
、
装
丁
写
真
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
が

形
成
さ
れ
た
と
い
う
。
冊
数
の
多
い
シ
リ
ー
ズ
物
、
高
価
な
本
、
す
な
わ
ち
全
集

や
叢
書
、
辞
典
類
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
高
度
成
長
期
に
は
三
十

頁
以
上
も
あ
る
豪
華
版
が
出
現
し
た
も
の
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
風
潮
の
中
で
黄
金

時
代
は
過
ぎ
、
現
在
で
は
「
案
内
」「
チ
ラ
シ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う２
。
も
っ
と
も
、
内
容
見
本
と
い
う
の
は
通
称
で
あ
っ
て
、
谷
沢
永
一
は

「
お
そ
ら
く
大
正
期
か
昭
和
初
期
、
新
聞
か
雑
誌
ま
た
は
チ
ラ
シ
に
、
内
容
見
本

の
ご
請
求
を
乞
う
と
い
う
ふ
う
に
、
呼
び
か
け
る
文
言
を
掲
げ
た
の
が
契
機
で
あ

ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る３
。

　

内
容
見
本
の
検
討
価
値
と
し
て
、
紀
田
は
宣
伝
文
句
や
推
薦
文
に
あ
ら
わ
れ
た

「
時
代
相４
」、
大
久
保
利
謙
は
年
譜
や
写
真
の
資
料
価
値
を
挙
げ
る５
。
な
か
で
も
谷

沢
に
よ
る
、
著
者
や
書
籍
に
関
す
る
諸
情
報
を
収
め
た
「
出
版
文
化
史
の
、
実
情

に
即
し
て
具
体
的
に
モ
ノ
を
言
う
好
資
料
」
と
し
て
、
組
み
方
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、

写
真
の
使
用
と
い
う
「
広
告
史
お
よ
び
風
俗
史
の
有
力
な
証
言
」
と
し
て
、
そ
し

て
、
予
想
も
つ
か
な
い
人
物
に
よ
る
執
筆
を
発
見
す
る
「
推
薦
文
の
発
掘
」
材
料

資
料
紹
介
　
黒
板
勝
美
『
虚
心
文
集
』
内
容
見
本

　

渡
　
邉
　
　
　
剛
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と
し
て
の
内
容
見
本
評
価
は
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
評
し
得
よ
う６
。

　

ま
た
、
内
容
見
本
は
刊
行
前
に
発
行
さ
れ
る
宣
材
で
あ
る
た
め
、
書
誌
情
報
と

し
て
不
完
全
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
ゆ
え
、
未
刊
・
未
完
に
終
わ
っ
た

書
籍
の
存
在
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
杉
原
四
郎
は
未
刊
に
終
わ
っ
た
マ
ル
ク

ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
刊
行
連
盟
版
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
に
つ
い

て７
、
今
井
修
は
未
完
に
終
わ
っ
た
西
岡
虎
之
助
主
導
の
『
新
日
本
史
叢
書
』
に
つ

い
て８
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
見
本
を
も
と
に
論
じ
て
い
る
。
内
容
見
本
は
、
ま
こ
と
に

侮
り
が
た
い
存
在
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

本
稿
は
、
筆
者
が
以
前
古
書
店
に
て
入
手
し
た
、
歴
史
学
者
・
黒
板
勝
美
の
著

作
集
『
虚
心
文
集
』
の
内
容
見
本
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
虚
心
文
集
』

内
容
見
本
も
、
実
際
に
「
内
容
見
本
」
と
銘
打
た
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

便
宜
的
に
以
下
『
内
容
見
本
』
と
表
記
す
る
。

　
『
内
容
見
本
』
は
縦
22
㎝
、
横
15
㎝
。
内
容
は
、『
虚
心
文
集
』
所
収
『
国
体
新

論
』
加
筆
訂
正
原
稿
（
一
頁
目
）、
黒
板
先
生
論
文
集
刊
行
会
に
よ
る
「
刊
行
主
旨
」

（
二
頁
目
）、
黒
板
「「
虚
心
文
集
」
の
刊
行
に
就
い
て
」（
三
〜
四
頁
目
）、「
虚
心

文
集
全
八
巻
収
載
書
目
」（
五
〜
八
頁
目
）、「
日
本
政
治
思
想
の
特
質
」「
日
本
古

文
書
様
式
論
」
の
内
容
組
方
見
本
各
一
頁
分
（
九
〜
一
〇
頁
目
）、『
新
訂
増
補
国

史
大
系
』、黒
板
著
『
資
料
摘
録
国
史
概
観
』、黒
板
編
『
真
福
寺
善
本
目
録
』、代
々

木
会
編
『
昭
和
十
二
年
の
国
史
学
界
』『
昭
和
十
三
年
の
国
史
学
界
』
の
広
告
（
一

一
〜
一
三
頁
目
）、「
発
行
規
定
と
申
込
方
法
」（
一
四
頁
目
）
で
あ
る
。

　

な
お
、『
内
容
見
本
』
表
紙
（
図
１
）
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
黒
板
の
書
簡
（
宛

先
不
明
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

図１．『虚心文集』内容見本表紙
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一　
「
刊
行
主
旨
」

　

二
頁
目
に
掲
げ
ら
れ
た
「
刊
行
主
旨
」
全
文
は
次
の
通
り
。

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
文
学
博
士
黒
板
勝
美
先
生
が
斯
界
の
重
鎮
と
し
て

我
が
国
史
学
の
進
歩
発
達
に
貢
献
せ
ら
れ
た
る
功
績
の
巨
大
な
る
は
今
敢
て

縷
述
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
而
し
て
先
生
の
偉
大
な
る
功
績
は
先
生

が
単
に
学
究
的
な
泰
斗
と
云
ふ
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
そ
の
正
し
き
国
史
の

達
識
か
ら
或
は
我
が
国
体
を
論
じ
て
国
民
性
を
説
き
、
或
は
御
歴
代
天
皇
の

御
聖
徳
を
謹
述
し
て
そ
の
御
事
績
を
宣
揚
し
、
ま
た
常
に
世
に
先
ん
じ
て
御

歴
代
天
皇
御
聖
蹟
並
に
一
般
史
蹟
調
査
の
必
要
を
論
じ
、
博
物
館
論
を
公
に

し
、
更
に
率
先
そ
れ
等
事
業
の
為
め
に
献
身
の
努
力
を
払
は
れ
た
と
こ
ろ
に

在
る
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
／
今
や
我
が
国
は
輝
し
き
皇
紀
二
千
六
百
年
を

迎
へ
ん
と
し
、
し
か
も
有
史
未
曾
有
の
非
常
時
局
に
直
面
し
、
乾
坤
一
擲
、

肇
国
以
来
の
使
命
達
成
に
邁
進
す
べ
き
秋
、
我
が
光
輝
あ
る
国
史
に
対
す
る

正
し
き
反
省
の
益
切
実
な
る
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
こ
の
機
に
当
り

て
黒
板
先
生
の
幾
多
の
論
文
著
述
の
中
よ
り
、
公
に
さ
れ
し
研
究
論
文
を
初

め
、
或
は
国
体
を
論
じ
、
或
は
御
歴
代
天
皇
の
御
聖
徳
を
謹
述
せ
ら
れ
し
も

の
、
又
は
史
蹟
調
査
そ
の
他
に
関
す
る
意
見
書
、
更
に
古
文
書
に
関
す
る
未

発
表
の
論
文
等
、
そ
の
精
華
を
選
ん
で
公
刊
せ
ん
と
欲
し
、
特
に
先
生
に
請

う
て
そ
の
許
諾
を
得
、
之
を
先
生
の
雅
号
に
因
み
て
虚
心
文
集
と
題
し
、
以

て
学
界
に
提
供
せ
ん
と
す
る
次
第
で
あ
る
。
本
文
集
の
刊
行
は
誠
に
学
界
は

勿
論
の
こ
と
更
に
現
下
時
局
に
対
し
て
寄
与
す
る
所
多
き
を
疑
は
ず
、
ま
た

以
て
我
等
の
最
も
光
栄
と
す
る
所
で
あ
る
。
敢
て
之
を
江
湖
に
送
り
、
大
方

具
眼
の
士
の
愛
読
を
求
む
。

　

昭
和
十
四
年
十
月 

黒
板
先
生
論
文
集
刊
行
会　

『
虚
心
文
集
』
第
一
の
「
序
」
に
は
、「
編
輯
并
に
校
正
等
に
当
つ
て
は
相
田
二
郎
、

和
田
軍
一
、
丸
山
二
郎
、
坂
本
太
郎
の
四
君
の
助
力
を
得
た
こ
と
も
つ
と
も
多
い
」

と
記
さ
れ
て
お
り９
、「
黒
板
先
生
論
文
集
刊
行
会
」
は
主
に
こ
の
四
名
が
該
当
す

る
と
み
ら
れ
る
。

　
「
刊
行
主
旨
」
前
半
部
分
は
、
当
時
の
門
下
生
や
周
辺
人
物
に
よ
る
黒
板
理
解

と
み
て
よ
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
黒
板
の
業
績
は
「
学
究
的
な
泰
斗
」
と
い
う
面

に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
問
を
基
礎
と
し
た
国
体
論
や
国
民
性
論
、
天
皇
論
、
史
蹟
論
、

博
物
館
論
を
公
表
し
、
実
践
的
活
動
に
尽
力
し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
る
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
以
後
の
一
般
的
な
黒
板
評
価
と
通
底
す
る
。

　

後
半
部
分
で
は
、
刊
行
意
図
と
し
て
「
皇
紀
二
千
六
百
年
」
お
よ
び
緊
迫
す
る

時
局
を
受
け
、「
光
輝
あ
る
国
史
に
対
す
る
正
し
き
反
省
」
に
資
す
る
国
体
、
天

皇
、
史
蹟
や
古
文
書
に
関
す
る
黒
板
の
著
述
を
選
定
刊
行
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。「
内
容
組
方
見
本
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
政
治
思
想
の
特
質
」（『
岩

波
講
座
東
洋
思
潮
』
一
一
、
昭
和
一
一
年
）
の
一
頁
分
が
第
八
節
「
八
紘
一
宇
」

の
冒
頭
、「
日
本
古
文
書
様
式
論
」（
明
治
三
六
年
脱
稿
博
士
論
文
。『
内
容
見
本
』

で
は
一
貫
し
て
「
古
文
書
様
式
論
」
と
表
記
）
の
そ
れ
が
第
二
編
の
三
「
日
本
固

有
の
様
式
」
の
冒
頭
を
掲
げ
て
い
る
の
も
時
局
を
思
わ
せ
る
。

　

と
は
い
え
、
表
面
に
現
わ
れ
て
い
る
時
局
へ
の
配
慮
の
裏
に
は
、
昭
和
一
〇
年

退
官
の
翌
年
に
脳
溢
血
で
倒
れ
、
爾
来
病
床
の
人
と
な
っ
た
黒
板
に
対
す
る
激
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励
・
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

二　

黒
板
勝
美
「「
虚
心
文
集
」
の
刊
行
に
就
い
て
」

　

三
〜
四
頁
目
に
は
、
黒
板
の
名
に
よ
る
「「
虚
心
文
集
」
の
刊
行
に
就
い
て
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
全
文
は
次
の
通
り
。

自
分
が
国
史
学
の
一
学
究
と
し
て
の
永
い
間
に
、
或
は
研
究
の
一
端
を
論
述

し
た
も
の
や
、
或
は
講
演
し
た
も
の
な
ど
も
、
年
月
を
累
ね
て
見
れ
ば
可
成

り
大
部
の
も
の
に
な
つ
て
ゐ
る
。
併
し
あ
ま
り
世
間
に
問
題
に
な
ら
な
い
当

時
万
難
を
排
し
て
も
の
し
た
も
の
も
あ
り
、
又
は
自
分
に
と
つ
て
は
記
念
と

す
べ
き
論
文
も
あ
つ
て
、
一
つ
位
は
学
界
の
記
録
的
な
文
献
と
な
つ
た
も
の

も
あ
れ
ば
と
願
ふ
こ
と
も
あ
る
が
、
何
れ
も
今
更
私
か
に
忸
怩
た
る
も
の
ば

か
り
で
あ
る
。
た
ゞ
今
と
な
つ
て
は
、
古
い
も
の
程
却
つ
て
親
し
ま
れ
易
く
、

書
き
や
つ
た
小
片
に
も
何
と
な
く
な
つ
か
し
み
を
覚
ゆ
る
の
で
あ
る
。
／
然

し
自
分
の
書
い
た
も
の
は
版
に
上
す
あ
と
か
ら
直
ぐ
欠
点
が
見
出
さ
れ
て
加

筆
訂
正
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
何
等
か
の
機
会
に
之
を
再
び
上
梓
し

よ
う
と
し
て
も
い
ざ
と
な
る
と
ま
た
躊
躇
さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
も
論
文
集
を

刊
行
し
て
は
と
勧
め
て
く
れ
た
書
肆
も
あ
つ
た
が
、
何
時
も
断
つ
て
来
た
。

／
と
こ
ろ
が
此
度
先
年
来
自
分
が
中
心
と
な
つ
て
校
勘
中
の
国
史
大
系
を
出

し
て
ゐ
る
吉
川
弘
文
館
林
君
の
熱
心
な
希
望
や
二
三
の
人
々
の
言
葉
に
従
つ

て
小
著
論
文
等
を
集
め
て
こ
の
文
集
を
印
行
す
る
こ
と
ゝ
し
た
。
今
更
と
思

は
れ
る
感
が
な
い
で
も
な
い
が
敢
て
公
に
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

大
正
一
四
年
刊
行
の
『
国
体
新
論
』
冒
頭
に
、「
元
来
余
は
雑
誌
な
ど
に
載
せ

た
旧
稿
を
、
そ
の
ま
ま
集
め
て
出
版
す
る
心
に
は
ど
う
し
て
も
な
れ
な
い
」
と
い

う
似
た
発
言
が
み
え
る
がＡ
、
こ
う
い
っ
た
心
情
に
平
素
の
多
忙
が
手
伝
っ
て
、
著

作
の
刊
行
に
不
熱
心
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。実
際
、同
時
代
に
お
い
て
黒
板
は
「
論

文
の
数
は
多
い
が
著
作
は
む
し
ろ
少
い
方
」
と
評
さ
れ
て
も
い
たＢ
。
そ
の
意
味
で
、

黒
板
の
研
究
に
接
し
た
い
者
に
と
っ
て
は
確
か
に
『
虚
心
文
集
』
刊
行
は
有
益
で

あ
っ
た
ろ
う
。『
虚
心
文
集
』
第
一
に
掲
載
さ
れ
た
黒
板
の
「
序
」
は
、
こ
の
「「
虚

心
文
集
」
の
刊
行
に
就
い
て
」
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

文
末
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
吉
川
弘
文
館
林
君
」
は
林
譲
（
当
時
の
同
社
社
長
）

を
指
す
。
当
時
の
吉
川
弘
文
館
は
黒
板
主
宰
の
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
を
刊
行

し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。

三　
「
発
行
規
定
と
申
込
方
法
」

　

一
四
頁
目
の
「
発
行
規
定
と
申
込
方
法
」
を
先
に
見
て
み
た
い
。
記
載
は
次
の

通
り
。

冊
数 

 

全
八
冊

刊
行 

 

昭
和
十
四
年
十
月
よ
り
毎
月
一
冊
宛
刊
行
し
昭
和
十
五
年
五
月
完

結
の
予
定

体
裁 

 

菊
版
、
五
号
活
字
組
、
五
五
〇
頁
内
外
、
ク
ロ
ー
ス
上
製
函
入

会
費 

 

毎
月
払
（
一
冊
）
金
四
円
五
十
銭
（
予
約
期
限
後
は
定
価
金
五
円
）

送
料 

 
一
冊　

東
京
市
内　

六
銭　
　

内
地　

二
十
二
銭　
　

其
他　

六

十
二
銭
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申
込
期
限 

昭
和
十
四
年
十
一
月
十
日

申
込
金 

不
要

申
込
期
限
か
ら
、『
内
容
見
本
』
発
行
は
昭
和
一
四
年
一
一
月
以
前
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
実
際
の
刊
行
を
奥
付
で
確
認
す
る
と
、
昭
和
一
四
年
一
〇
月

（
第
一
）、
同
年
一
一
月
（
第
二
）、
同
年
一
二
月
（
第
七
）、
昭
和
一
五
年
三
月
（
第

四
）、
同
年
七
月
（
第
六
）、
同
年
九
月
（
第
八
）、
同
年
一
一
月
（
第
三
）、
昭
和

一
六
年
七
月
（
第
五
）
と
な
っ
て
お
り
、
当
初
の
刊
行
予
定
よ
り
一
年
二
ヶ
月
遅

延
し
て
い
る
。四　

「
虚
心
文
集
全
八
巻
収
載
書
目
」

　

次
に
、
五
〜
八
頁
目
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
虚
心
文
集
全
八
巻
収
載
書
目
」
を

確
認
し
よ
う
。
内
容
は
次
の
通
り
。

第
一

国
体
新
論
／
我
が
国
体
と
国
民
思
想
／
祭
政
一
致
の
国
体
／
日
本
政
治
思
想
の
特

質
／
日
本
帝
国
の
史
的
観
察
／
国
史
の
大
観

第
二

皇
祖
神
／
皇
室
と
神
祇
／
神
武
天
皇
御
東
遷
と
日
向
国
／
崇
神
天
皇
の
御
聖
徳
に

つ
い
て
／
聖
徳
太
子
御
伝
／
聖
徳
太
子
と
大
日
本
の
建
設
／
嵯
峨
天
皇
と
平
安
朝

文
化
／
後
宇
多
法
皇
と
大
覚
寺
／
後
醍
醐
天
皇
御
事
蹟
／
後
醍
醐
天
皇
の
御
鴻
業

に
つ
い
て
／
皇
家
中
興
の
大
業
／
所
謂
南
北
朝
問
題
の
史
実
と
其
断
案
／
後
醍
醐

天
皇
と
日
野
俊
基
朝
臣
／
後
醍
醐
天
皇
と
文
観
僧
正
／
建
武
中
興
と
大
楠
公
／
北

畠
顕
家
の
上
奏
文
に
就
い
て
／
大
内
弘
直
の
勤
王
／
大
村
家
の
勤
王
に
つ
い
て

第
三

古
神
道
に
関
す
る
一
考
察
／
常
世
国
に
就
い
て
／
我
が
上
代
に
於
け
る
道
家
思
想

及
道
教
に
就
て
／
文
化
史
上
に
於
け
る
我
が
国
と
百
済
と
の
関
係
／
奈
良
朝
時
代

の
文
化
史
的
観
察
／
奈
良
朝
芸
術
に
関
す
る
二
三
の
観
察
／
人
文
史
上
よ
り
見
た

る
正
倉
院
／
和
気
清
麿
／
弘
法
大
師
と
日
本
精
神
／
菅
公
と
塙
検
校
／
義
経
伝
／

地
頭
の
得
分
／
国
史
の
編
纂
著
述
の
沿
革
／
国
史
研
究
に
於
け
る
支
那
智
識
の
必

要第
四

上
代
史
概
説
／
中
世
武
家
時
代
史
概
観
／
江
戸
時
代
史
／
我
国
海
軍
の
発
達
／
日

宋
の
交
通
／
歴
史
上
よ
り
見
た
る
鑁
阿
寺
／
小
田
原
北
条
氏
／
秀
吉
と
醍
醐
三
宝

院
／
近
世
史
に
於
け
る
大
阪
の
地
位
／
二
百
年
前
の
元
禄
義
挙
／
八
代
将
軍
吉
宗

公
に
就
い
て
／
伊
予
道
後
温
湯
碑
文
に
つ
い
て
／
荻
生
徂
徠
の
史
観
／
上
野
三
碑

／
奈
良
の
一
里
塚
と
高
野
の
町
石
／
郡
山
城
／
宇
都
宮
の
鉄
塔
婆
／
高
野
山
朝
鮮

陣
の
供
養
碑
／
元
寇
史
蹟
の
調
査
報
告
／
肥
前
国
黒
崎
村
の
吉
利
支
丹
／
宮
崎
県

古
墳
発
掘
の
経
過
／
三
国
時
代
朝
鮮
に
於
け
る
唯
一
の
金
銅
仏
／
大
同
江
流
域
の

史
蹟
／
史
蹟
名
勝
天
然
記マ

マ

念
物
保
存
に
就
い
て
／
史
蹟
遺
物
保
存
に
関
す
る
意
見

書
／
史
蹟
遺
物
保
存
に
関
す
る
研
究
の
概
説
／
史
蹟
遺
物
保
存
（
実
行
機
関
と
保

存
思
想
の
養
成
）
／
史
蹟
保
存
と
考
古
学
／
郷
土
保
存
に
就
い
て
／
国
立
博
物
館

に
つ
い
て
／
博
物
館
に
就
い
て
／
古
文
書
館
設
立
の
必
要

第
五

古
文
書
学
概
論
／
我
国
の
印
章
に
つ
い
て
／
印
章
に
つ
い
て
／
高
野
山
文
書
に
つ

い
て
／
古
文
書
の
効
力
を
論
ず
／
大
宝
令
に
見
え
た
る
官
位
の
称
呼
及
び
画
指
に
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就
い
て
／
北
条
時
宗
祈
願
文
／
古
文
書
分
布
上
よ
り
観
た
る
京
阪
地
方
の
文
化
／

武
相
の
古
文
書
／
正
倉
院
文
書
調
査
報
告

第
六

古
文
書
様
式
論
／
日
本
古
文
書
の
分
類
法
に
就
い
て
／
古
文
書
学
よ
り
見
た
る
本

邦
書
風
の
変
遷
／
書
の
話
／
書
道
に
於
け
る
弘
法
大
師
／
入
木
道
に
於
け
る
空
海

／
弘
法
大
師
と
書
道
／
日
本
写
経
の
書
風
／
本
邦
古
写
経
に
就
い
て
／
奈
良
朝
時

代
の
写
経
事
業
／
日
本
書
紀
撰
修
の
由
来
／
日
本
書
紀
序
説
／
岩
崎
文
庫
所
蔵
日

本
書
紀
旧
鈔
本
に
就
き
て
／
御
堂
関
白
記
解
説
／
石
山
寺
一
切
経
蔵
を
紹
介
す
／

東
山
御
文
庫
及
び
そ
の
歴
代
宸
翰
に
つ
い
て
／
醍
醐
寺
蔵
諸
寺
縁
起
集
略
説
／
我

が
国
日
記
の
沿
革
を
述
べ
て
馬
琴
翁
の
日
記
鈔
に
及
ぶ

第
七

欧
米
文
明
記

第
八

埃
及
に
於
け
る
発
掘
事
業
／
南
欧
探
古
記
／
古
迹
を
巡
り
て
／
印
度
支
那
所
見
／

東
印
度
地
方
旅
行
談
／
ア
ン
コ
ル
ワ
ツ
ト
の
石
柱
記
文
に
つ
い
て
／
安
南
普
陀
霊

中
仏
の
碑
に
つ
い
て
／
南
洋
に
於
け
る
日
本
関
係
史
料
遺
跡
に
就
き
て
／
日
本
人

の
南
洋
発
展
／
ペ
ル
シ
ヤ
旅
行
談
／
新
興
国
ペ
ル
シ
ヤ
の
印
象
／
ペ
ル
シ
ヤ
湾
よ

り
地
中
海
へ
／
メ
キ
シ
コ
旅
行
談

実
際
に
刊
行
さ
れ
た
『
虚
心
文
集
』
と
照
合
し
て
み
る
と
、
論
文
名
の
不
正
確
、

収
録
順
序
の
相
違
が
あ
る
ほ
か
、
次
の
相
違
が
あ
る
。

【
実
際
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
論
文
】

・ 

第
四
所
収
予
定
「
歴
史
上
よ
り
見
た
る
鑁
阿
寺
」（
不
明
）

・ 

第
四
所
収
予
定
「
宇
都
宮
の
鉄
塔
婆
」（
筆
名
「
黒
藤
生
」
／
藤
田
明
と
共
著
、

『
歴
史
地
理
』
七-

一
〇
、
明
治
三
八
年
）

・ 

第
四
所
収
予
定
「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
に
就
い
て
」（
不
明
）

・ 

第
六
所
収
予
定
「
書
道
に
於
け
る
弘
法
大
師
」（『
歴
史
地
理
』
九-

二
、
明
治

四
〇
年
）

・ 

第
六
所
収
予
定
「
弘
法
大
師
と
書
道
」（
朝
日
新
聞
社
編
『
弘
法
大
師
と
文
化
』

〈
同
社
、
昭
和
九
年
〉）

・ 

第
六
所
収
予
定
「
奈
良
朝
時
代
の
写
経
事
業
」（『
仏
教
史
学
』
二-

四
、
七
、

一
二
、
大
正
元-

二
年
）

【
収
録
巻
が
変
更
さ
れ
た
論
文
】

・ 

第
五
所
収
予
定
「
北
条
時
宗
祈
願
文
」（
史
学
会
編
『
文
禄
弘
安
征
戦
偉
蹟
』〈
冨

山
房
、
明
治
三
八
年
〉）
↓
第
三
所
収

【
刊
行
に
際
し
て
追
加
さ
れ
た
論
文
】

・ 「
室
町
時
代
の
文
化
史
的
概
観
」（
史
学
地
理
学
同
攷
会
編
『
室
町
時
代
の
研
究
』

〈
星
野
書
店
、
大
正
一
二
年
〉）
↓
第
四
に
追
加

・ 「
秘
籍
大
観
日
本
書
紀
解
説
」（
大
阪
毎
日
新
聞
社
編
『
秘
籍
大
観
日
本
書
紀
解

説
』〈
同
社
、
昭
和
二
年
〉）
↓
第
六
に
追
加

　

少
な
か
ら
ぬ
内
容
見
本
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
予
定
さ
れ
た
「
収
載
書
目
」
と

実
際
に
刊
行
さ
れ
た
『
虚
心
文
集
』
の
内
容
は
同
一
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
第
八
の
「
印
度
支
那
所
見
」「
東
印
度
地
方
旅
行
談
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
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よ
う
な
書
目
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、「
古
迹
を
巡
り
て
」
に
続
い

て
記
さ
れ
て
い
る
点
お
よ
び
『
虚
心
文
集
』
第
八
の
構
成
を
勘
案
す
れ
ば
、
昭
和

三
年
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
古
跡
を
巡
り
て
」（
八
月
二
八
日
〜

九
月
六
日
）、「
ペ
ル
シ
ヤ
の
旅
」（
一
〇
月
一
九
日
〜
二
五
日
）、「
上
古
文
明
の

揺
籃
の
地
シ
リ
ヤ
、
イ
ラ
ク
を
歩
く
の
記
」（
一
〇
月
二
六
日
〜
二
七
日
）
の
う

ち
の
一
部
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
よ
う
。
第
四
収
載
と
さ
れ
て
い
る
「
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
保
存
に
就
い
て
」「
歴
史
上
よ
り
見
た
る
鑁
阿
寺
」
の
二
論
文
に

至
っ
て
は
、
筆
者
の
調
査
で
は
存
在
そ
の
も
の
が
確
認
で
き
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
「
収
載
書
目
」
で
分
か
る
通
り
、
比
較
的
収
載
論
文
の
テ
ー
マ
が

統
一
さ
れ
て
い
る
巻
と
、
そ
う
で
な
い
巻
が
混
在
し
て
い
る
。「
収
載
書
目
」
に

お
い
て
も
刊
行
さ
れ
た
『
虚
心
文
集
』
に
お
い
て
も
、
各
巻
に
テ
ー
マ
を
示
す
題

号
等
は
存
在
し
な
い
が
、
広
告
レ
ベ
ル
で
は
そ
う
い
っ
た
表
記
を
行
っ
て
い
た
。

　

昭
和
一
六
年
九
月
刊
行
の
『
史
学
雑
誌
』
五
二-

九
に
掲
載
さ
れ
た
『
虚
心
文

集
』
第
五
の
広
告
に
は
、
第
一
「
国
史
編　

国
体
新
論
外
五
編
」
／
第
二
「
国
史

編　

聖
徳
太
子
御
伝
外
一
七
編
」
／
第
三
「
国
史
編　

義
経
伝
外
一
四
編
」
／
第

四
「
国
史
・
史
跡
編　

上
野
三
碑
外
二
九
編
」
／
第
五
「
古
文
書
編　

古
文
書
学

概
論
外
八
編
」
／
第
六
「
古
文
書
記
録
編　

古
文
書
様
式
論
外
一
五
編
」
／
第
七

「
海
外
旅
行
編　

欧
米
文
明
記
」
／
第
八
「
海
外
史
跡
編　

日
本
人
の
南
洋
発
展

外
一
〇
編
」
と
各
巻
に
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
。

五　
『
国
体
新
論
』
加
筆
訂
正
原
稿
お
よ
び
内
容
組
方
見
本

　

叙
述
の
関
係
で
後
回
し
に
し
た
が
、『
内
容
見
本
』
で
注
目
す
べ
き
も
の
と
し

て
、
一
頁
目
に
掲
載
さ
れ
た
黒
板
『
国
体
新
論
』
の
加
筆
訂
正
原
稿
（
図
２
）
が

あ
る
。

　

著
者
に
よ
る
加
筆
訂
正
は
、
著
者
の
研
究
過
程
に
お
け
る
深
化
や
発
展
、
あ
る

い
は
変
容
を
う
か
が
い
知
る
好
材
料
で
あ
る
。
黒
板
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、『
新

訂
増
補
国
史
大
系
』
第
一
回
配
本
の
『
日
本
紀
略
』
前
篇
、
ま
た
「
大
覚
寺
と
そ

の
心
経
」
と
題
さ
れ
た
原
稿
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
がＣ
、

こ
の
加
筆
訂
正
原
稿
写
真
は
そ
れ
と
と
も
に
貴
重
な
も
の
と
評
し
得
る
。

　

加
筆
訂
正
原
稿
は
、『
国
体
新
論
』
第
三
章
「
祭
即
政
の
国
家
」
五
一
頁
へ
の

書
き
入
れ
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
（
加
筆
は
太
字
。
漢
字

は
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め
た
）。

大
神
御
躬
か
ら
新
嘗
祭
を
行
は
せ
ら
れ
、
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
の 図２．『国体新論』加筆訂正原稿
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で
、
歴
代
つ
ゞ
い
て
行
は
れ
た
の
で
あ
つ
て
を
見
て
も
如
何
に
年
穀
の
豊
作

に
対
し
て
大
御
心
を
労
せ
ら
れ
た
か
を
推
測
さ
れ
し
奉
る
の
で
あ
る
。
従
つ

て
未
だ
国
家
を
組
織
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
原
始
時
代
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の

豊
熟
を
祈
謝
し
祝
せ
ら
る
ゝ
祭
祀
は
行
は
れ
、
や
が
て
共
同
保
存
の
為
め
に

国
家
組
織
が
実
現
す
る
や
、
そ
れ
が
政
治
の
主
要
な
も
の
で
あ
つ
た
と
信
ず

る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
国
民
生
活
安
定
の
為
め
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
我
が
祭
即
政
は
実
に
此
の
意
義
に
於
て
観
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
今

日
に
於
て
も
天
皇
の
御
即
位
毎
に
必
ず
大
嘗
祭
を
行
は
せ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
尚
ほ
祭
即
政
の
時
代
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
は
こ
の
意
義
に

於
て
観
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
余
は
太
古
に
於
け
る
政
治
は
祭
祀
そ
の
も
の
で
あ
つ
た
、
い
ひ
換

ふ
れ
は
祭
即
政
で
あ
つ
た
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
引
つ
ゞ
い
て
ゐ
る
と
い
つ
て

可
い
の
で
あ
る
。
固
よ
り
非
常
に
複
雑
し
た
る
時
代
と
な
つ
た
今
日
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
政
治
的
方
面
に
於
て
幾
多
の
事
項
に
大
御
心
を
労
せ
ら
る
ゝ

こ
と
申
す
迄
も
な
い
が
、
尚
ほ
原
始
時
代
か
ら
の
祭
即
政
祀
が
天
皇
の
御
行

事
と
し
て
拝
し
得
る
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
諸
外
国
に
一
も
見
る

こ
と
の
出
来

　
『
虚
心
文
集
』
第
一
所
収
の
『
国
体
新
論
』
本
文
該
当
部
分
を
確
認
し
て
み
る

と
、
更
に
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
こ
の
加
筆
修
正
が
基
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
巻
凡
例
に
は
「「
国
体
新
論
」
は
も
と
大
正
十

四
年
五
月
博
文
堂
か
ら
公
刊
し
た
小
冊
子
で
あ
つ
て
、
そ
の
後
折
に
ふ
れ
加
筆
訂

正
を
施
し
て
再
刊
せ
ん
と
企
て
ゝ
ゐ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
そ
の
機
の
な

か
つ
た
も
の
を
、
こ
の
度
更
に
若
干
補
訂
の
上
、
本
文
集
の
巻
頭
に
掲
げ
る
こ

と
ゝ
し
た
」
と
あ
る
か
らＤ
、
黒
板
の
加
筆
訂
正
に
、
更
に
論
文
集
刊
行
会
が
手
を

入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
加
筆
修
正
部
分
、
お
よ
び
『
国
体
新
論
』
第
三
章
全
体
の
加
筆
修
正
か
ら

分
か
る
の
は
、
黒
板
が
「
祭
即
政
」
と
い
う
概
念
を
よ
り
明
示
的
に
説
明
し
よ
う

と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
祭
即
政
」
と
は
、
黒
板
が
『
国
体
新
論
』
そ
の
他
の

国
体
論
の
講
述
に
お
い
て
強
調
し
た
概
念
で
あ
っ
た
。

　

黒
板
は
、
大
正
期
に
お
け
る
「
国
体
」
観
念
の
動
揺
、
ま
た
津
田
史
学
な
ど
に

よ
る
記
紀
批
判
に
危
機
感
を
強
め
、「
万
世
一
系
」
を
新
た
に
証
明
す
る
こ
と
を

試
み
たＥ
。

　

か
く
て
生
ま
れ
た
黒
板
の
主
張
の
一
つ
が
、
固
有
名
詞
は
同
種
の
も
の
が
あ
る

場
合
に
区
別
の
意
味
で
生
じ
る
の
で
あ
り
、「
我
が
皇
室
に
氏
の
御
名
称
が
な
い

の
は
、
実
に
そ
の
絶
対
唯
一
の
御
家
で
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
い
う
論
理
で
あ
っ
てＦ
、
黒
板
は
晩
年
に
至
る
ま
で
こ
の
皇
室
〈
無
姓
〉

論
を
繰
返
し
主
張
し
て
い
くＧ
。

　

そ
し
て
黒
板
の
も
う
一
つ
の
主
張
が
、
こ
の
「
祭
即
政
」
と
い
う
概
念
で
あ
っ

た
。
一
見
「
祭
政
一
致
」
の
言
い
換
え
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
厳
密
に
は
異
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
太
古
の
政
治
」
に
お
い
て
は
農
作
物
の
豊
穣
を
期
す
こ
と
が
全

て
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
即
ち
祭
祀
と
い
う
行
為
で
あ
っ
た
。「
天
皇
が
祭
祀
と
政

治
と
両
方
面
の
首
長
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
意
味
で
は
な
く
、
祭
祀
を
な
さ
れ

る
の
が
即
ち
政
治
を
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
状
態
を

黒
板
は
「
祭
即
政
」
と
表
現
す
る
。
そ
し
て
、
天
皇
が
現
在
に
至
る
ま
で
政
治
上

の
主
権
者
で
あ
る
と
同
時
に
祭
祀
上
の
主
権
者
で
あ
る
こ
と
は
、「
最
初
の
国
家
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組
織
の
状
態
」
を
持
続
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
も
皇
室
の
「
万
世
一

系
」
を
証
明
す
る
所
以
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
るＨ
。

　

黒
板
と
し
て
は
、
世
上
流
布
し
て
い
る
「
祭
政
一
致
」
と
い
う
語
の
持
つ
多
義

性
を
考
慮
し
、
よ
り
限
定
的
意
味
を
示
す
「
祭
即
政
」
と
い
う
表
現
を
考
案
し
た

と
思
わ
れ
る
が
、
一
般
に
な
じ
み
難
い
表
現
で
あ
る
ゆ
え
か
、「
祭
即
政
」
を
用

い
る
か
た
わ
ら
、「
祭
政
一
致
」
あ
る
い
は
「
祭
政
不
二
」
と
い
っ
た
表
現
を
も

用
い
たＩ
。

　

従
っ
て
、
黒
板
の
「
祭
即
政
」
論
は
、
同
時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
「
祭
政
一
致
」

を
巡
る
言
説
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
のＪ
、
黒
板
固
有
の
文
脈
か
ら

す
れ
ば
「
万
世
一
系
」
証
明
の
一
方
策
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
言
説
を
よ
り
強

調
し
よ
う
と
し
た
黒
板
の
意
図
を
う
か
が
う
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
加
筆
訂
正

原
稿
写
真
は
意
義
が
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
内
容
組
方
見
本
（
図
３
）
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
こ
れ
も
そ
の
ま
ま

『
虚
心
文
集
』
に
反
映
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
（
漢

字
は
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め
た
）。

　
　
　
「
日
本
政
治
思
想
の
特
質
」（
三
一
八
頁
）

と
な
つ
て
来
た
。
今
や
我
々
国
民
は
そ
の
摂
取
と
共
に
同
化
に
努
力
す
べ
き

時
で
も
あ
る
、
そ
れ
に
は
頽
廃
の
伴
は
ぬ
や
う
に
し
て
こ
そ
、
我
が
国
は
将

来
に
生
き
〳
〵
と
し
て
進
む
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
（
八
）
八
紘
一
宇

　

上
来
述
べ
来
つ
た
こ
と
は
、
い
づ
れ
も
我
が
国
史
に
於
て
政
治
思
想
と
し

て
現
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
祭
政
不
二
と
司
牧
人
神
、
そ
れ
が
天
皇
神
聖

図３．『虚心文集』内容組方見本
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と
い
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
我
が
国
政
治
の
本
体
は
肇
国
以
来
定
ま
つ
て
居
る

の
で
あ
る
、
そ
し
て
共
存
共
栄
、
国
民
平
等
、
養
正
教
化
及
び
摂
取
同
化
が

こ
の
本
体
か
ら
出
で
ゝ
ゐ
る
も
の
と
も
観
ら
れ
よ
う
。
然
ら
ば
国
際
関
係
の

上
に
は
我
が
国
の
政
治
思
想
が
如
何
に
現
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は

攘
夷
に
あ
ら
ず
し
て
開
国
で
あ
り
、
侵
略
に
あ
ら
ず
し
て
教
化
で
あ
る
。
一

言
に
し
て
之
を
悉
せ
ば
神
武
天
皇
が
橿
原
宮
を
定
め
た
ま
ひ
し
折
の
大
詔

に
宣
へ
る
八
紘
一
宇
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

　

文
化
の
早
く
開
け
た
処
ほ
ど
、
民
族
的
優
越
感
が
強
く
な
つ
て
他
の
民
族

を
排
斥
す
る
も
の
で
あ
る
。
支
那
が
自
ら
中
華
や
中
国
と
称
し
て
そ
の
境
を

接
す
る
諸
民
族
を
四
夷
八
蛮
と
い

　
　
　
「
古
文
書
様
式
論
」（
四
一
頁
）

　
　
　

三　

日
本
固
有
の
様
式

　

日
本
古
文
書
の
様
式
が
多
く
支
那
の
制
に
準
拠
せ
る
は
上
来
述
べ
た
る

が
如
し
。
然
れ
ど
も
大
化
の
改
新
以
来
制
度
の
特
に
古
来
の
慣
習
に
従
ふ
べ

き
も
の
ま
た
少
か
ら
ず
、
例
へ
ば
神
祇
官
を
八
省
の
外
に
設
け
て
神
祇
尊
崇

の
義
を
明
に
せ
る
が
如
き
以
て
観
る
べ
き
な
り
。
公
文
書
に
於
て
も
大
抵
彼

の
制
を
移
し
た
り
と
雖
も
一
国
元
首
の
大
命
と
し
て
宣
す
る
詔
勅
は
天
下

の
人
民
に
向
つ
て
一
般
に
布
告
す
る
も
の
に
か
ゝ
る
を
以
て
其
用
語
文
章

は
人
民
に
尤
も
解
し
易
き
も
の
を
撰
び
、
そ
の
語
句
も
荘
重
厳
粛
な
ら
ざ
る

べ
か
ら
ず
、
此
点
に
於
い
て
古
来
漸
く
発
達
せ
る
所
謂
宣
命
体
の
文
章
は
ま

た
詔
書
に
用
ゐ
ら
れ
、
従
つ
て
そ
の
様
式
も
後
半
に
於
て
は
隋
唐
の
制
に
倣

ひ
な
が
ら
、
前
半
は
我
国
固
有
宣
命
的
様
式
を
存
し
た
り
。

　

宣
命
と
は
天
皇
の
大
命
を
宣
ふ
る
義
な
り
。
宣
は
宣
読
な
り
、
命
は
綸
言

な
り
、
秦
以
前
天
子
の
御
言
を
命
と
称
せ
り
、
書
経
に
畢
命
説
命
な
ど
見
え

た
る
是
な
り
。
宣
命
の
義
は
始
め
告
聞
か
す
る
人
に
か
け
て
い
へ
る
も
、
後

に
は
直
に
そ
の
文
書
を
指
す
に
至
り
、
西
宮
記
に
詔
書
可
宣
読
者
又
曰
宣
命

と
あ
り
。
延
喜
祝
詞
式
続
紀
等
に
よ
り
考
ふ
る
に
書
紀
時
代
の
詔
は
皆
こ
の

　
「
日
本
政
治
思
想
の
特
質
」
に
は
頁
の
ず
れ
と
句
読
点
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る

が
、「
日
本
古
文
書
様
式
論
」
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
字
句
の
相
違
も
存
在
す

る
。
後
者
は
後
述
の
通
り
黒
板
の
博
士
論
文
で
あ
る
が
、
提
出
時
の
原
文
に
対
し

て
、
お
そ
ら
く
黒
板
先
生
論
文
集
刊
行
会
が
修
正
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
京

大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
に
照
会
し
た
と
こ

ろ
、
黒
板
の
博
士
論
文
は
研
究
室
所
定
の
保
管
場
所
に
は
な
く
所
在
不
明
で
あ
る

と
の
御
回
答
を
得
た
。
今
後
の
原
本
発
見
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
、
今
後

も
『
虚
心
文
集
』
所
収
版
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
い
っ
た

点
に
は
一
応
の
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

七　
『
虚
心
文
集
』
刊
行
の
意
義

　

本
稿
は
『
内
容
見
本
』
の
紹
介
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
り
、『
虚
心
文
集
』

自
体
に
対
す
る
検
討
は
他
日
に
譲
り
た
い
が
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
、『
虚
心
文
集
』

刊
行
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

前
述
の
ご
と
く
、「
刊
行
主
旨
」
に
は
時
局
的
色
彩
が
強
か
っ
た
が
、
そ
こ
に

記
さ
れ
た
「
古
文
書
に
関
す
る
未
発
表
の
論
文
」、
具
体
的
に
は
、『
虚
心
文
集
』

第
五
所
収
の
「
古
文
書
学
概
論
」、
第
六
所
収
の
「
日
本
古
文
書
様
式
論
」
が
、
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史
学
史
上
に
お
け
る
『
虚
心
文
集
』
刊
行
の
意
義
で
あ
っ
た
と
評
し
得
よ
う
。

　

前
者
は
、
複
数
年
に
わ
た
る
黒
板
の
古
文
書
学
講
義
の
ノ
ー
ト
を
も
と
に
相
田

二
郎
が
整
理
を
加
え
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
明
治
三
六
年
脱
稿
の
学

位
論
文
で
、
そ
れ
ま
で
公
刊
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

丸
山
二
郎
に
よ
る
と
、
昭
和
一
四
年
の
『
虚
心
文
集
』
編
集
時
、
黒
板
が
執
筆

し
た
「
古
文
書
学
の
概
要
を
説
い
た
論
文
」
が
な
い
か
探
し
た
と
こ
ろ
、「「
国
史

の
研
究
」
の
総
説
の
文
以
外
に
一
文
も
な
い
こ
と
が
判
明
」
し
、
相
田
が
中
心
と

な
っ
て
複
数
年
に
わ
た
る
古
文
書
学
講
義
の
ノ
ー
ト
を
整
理
し
、「
古
文
書
学
概

論
」
が
成
立
し
た
と
い
うＫ
。
高
橋
正
彦
は
「
古
文
書
学
概
論
」
に
つ
い
て
「
早
く

世
に
示
さ
れ
、
手
軽
に
購
入
で
き
た
な
ら
ば
、
斯
界
に
与
え
る
と
こ
ろ
も
大
き

か
っ
た
も
の
と
思
い
残
念
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
がＬ
、
こ
れ
は
「
日
本
古
文
書

様
式
論
」
に
も
当
て
は
ま
る
評
言
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
丸
山
は
、
黒
板
は
大
正
末
期
に
「
古
文
書
類
纂
」
と
よ
ぶ
べ
き
も
の
を

編
纂
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
学
生
を
動
員
し
て
古
文
書
の
分
類
を
試
み
て
い
た
が

怱
忙
の
う
ち
に
途
絶
し
た
と
も
回
想
し
て
い
るＭ
。
昭
和
二
年
に
瀧
川
政
次
郎
が

『
法
制
史
料
古
文
書
類
纂
』
を
刊
行
す
る
と
、「
余
が
為
さ
ん
と
し
た
も
の
は
、
殆

ど
君
に
よ
つ
て
成
さ
れ
た
と
云
つ
て
可
い
。
数
年
来
の
計
画
を
や
め
て
も
憾
な

い
」
と
評
し
たＮ
。

　

黒
板
は
な
ぜ
自
己
の
古
文
書
学
の
業
績
を
ま
と
め
て
公
刊
し
な
か
っ
た
の
か
。

坂
本
太
郎
は
、
古
文
書
と
史
籍
を
黒
板
の
二
大
業
績
と
し
つ
つ
、「
私
共
の
接
し

た
大
正
末
年
以
後
の
黒
板
博
士
は
、
古
文
書
学
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
熱
意
を
示
さ
な

い
よ
う
に
見
え
た
。
大
ま
か
に
言
う
事
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
史
料
編
纂
官
の
本

官
ま
た
は
兼
官
で
あ
っ
た
大
正
九
年
頃
ま
で
、
博
士
の
情
熱
は
古
文
書
学
に
注
が

れ
た
が
、
史
料
編
纂
所
と
の
関
係
が
う
す
れ
て
か
ら
は
、
そ
れ
ほ
ど
で
な
く
な
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
るＯ
。
史
料
編
纂
掛
（
所
）
と
の
関
係
の
希
薄
化

が
古
文
書
学
へ
の
熱
意
を
低
下
さ
せ
た
と
い
う
可
能
性
は
確
か
に
あ
ろ
う
が
、
黒

板
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
、
別
の
理
由
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

す
な
わ
ち
、
昭
和
三
年
一
〇
月
の
講
演
に
お
い
て
、「
日
本
の
古
文
書
学
は
支

那
に
其
淵
源
を
発
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
支
那
の
方
に
あ
り
ま
す
古
文
書
を
研
究

し
な
け
れ
ば
日
本
の
古
文
書
は
ど
う
云
ふ
風
に
し
て
起
つ
た
か
が
能
く
分
り
ま
せ

ぬ
。
然
る
に
支
那
に
於
て
は
殆
ど
古
い
時
代
の
古
文
書
が
残
つ
て
居
ら
な
い
の
で

あ
り
ま
す
」「
私
は
こ
の
正
倉
院
文
書
の
研
究
に
二
十
五
六
年
没
頭
し
て
居
る
の

で
す
が
、
其
淵
源
が
分
ら
ぬ
為
に
こ
れ
に
関
す
る
研
究
を
今
日
迄
発
表
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
事
情
の
下
に
あ
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
るＰ
。

　

黒
板
は
「
日
本
古
文
書
様
式
論
」
緒
論
に
お
い
て
、「
我
が
国
に
於
け
る
古
文

書
の
発
展
、
特
に
そ
の
様
式
の
淵
源
せ
る
所
を
観
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
づ
唐
朝
以

前
に
遡
り
て
支
那
に
於
け
る
古
文
書
を
研
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
し
つ

つ
、
そ
の
多
く
が
湮
滅
し
た
た
め
そ
の
発
展
・
変
遷
を
観
察
す
る
こ
と
は
「
至
難

の
事
」
で
あ
り
、「
今
本
論
を
草
す
る
に
当
り
、
最
も
困
難
を
感
ぜ
し
は
実
に
此

点
に
あ
り
」「
他
日
我
が
国
の
学
者
進
ん
で
之
が
採
訪
に
従
は
ゞ
、
古
文
書
学
上

裨
補
す
る
所
な
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
たＱ
。
第
一
次
洋
行
（
明
治
四

一
〜
四
三
年
）
か
ら
帰
国
す
る
と
、
欧
州
で
調
査
し
た
敦
煌
か
ら
蒐
集
さ
れ
た
木

簡
な
ど
の
古
文
書
や
美
術
品
を
日
本
の
学
界
に
紹
介Ｒ
、
第
二
次
洋
行
（
昭
和
二
〜

三
年
）
に
お
い
て
も
再
度
調
査
を
行
っ
て
お
りＳ
、
黒
板
が
中
国
古
文
書
に
対
し
て

長
年
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
いＴ
。
右
の
発
言
を
勘
案
す
れ
ば
、
結

局
黒
板
は
中
国
古
文
書
の
研
究
を
満
足
で
き
る
域
ま
で
深
化
さ
せ
得
ずＵ
、
そ
れ
ゆ
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え
業
績
を
公
刊
す
る
気
に
な
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
古
文
書
学
の
第

一
人
者
と
し
て
の
矜
持
の
あ
ま
り
、
か
え
っ
て
学
界
へ
の
貢
献
が
遅
れ
た
と
評
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

八　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
『
虚
心
文
集
』
内
容
見
本
を
紹
介
し
、
併
せ
て
若
干
の
関
連

事
項
に
言
及
し
た
。『
虚
心
文
集
』
の
成
立
自
体
の
情
報
は
少
な
く
、
そ
の
成
立

経
緯
そ
の
も
の
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
がＶ
、『
虚
心
文
集
』
が

黒
板
の
学
問
的
・
思
想
的
営
為
全
体
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
の
か
、
検
討

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
前
提
と
し
て
、
そ
も
そ
も
初
出
論

文
か
ら
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
加
筆
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
ど

の
よ
う
な
意
図
に
も
と
づ
く
も
の
か
が
個
別
具
体
的
に
追
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
（
１

）　
『
出
版
事
典
』（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、
昭
和
四
六
年
）
三
三
一
頁
。

（
２

）　

紀
田
順
一
郎
『
内
容
見
本
に
み
る
出
版
昭
和
史
』（
本
の
雑
誌
社
、
平
成
四

年
）
二
九
四
〜
二
九
五
頁
。

（
３

）　

谷
沢
永
一
「
明
治
期
の
内
容
見
本　

出
版
人
の
創
意
と
迫
力
」（『
谷
沢
永
一

書
誌
学
研
叢
』〈
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
昭
和
六
一
年
、
初
出
昭
和
五
七
年
〉）

四
一
〇
頁
。

（
４

）　

前
掲
紀
田
、
二
九
五
頁
。

（
５

）　

大
久
保
利
謙
『
日
本
近
代
史
学
事
始
め
』（
岩
波
書
店
﹇
岩
波
新
書
﹈、
平
成

八
年
）
一
七
九
頁
。
大
久
保
は
、
内
容
見
本
収
集
は
辻
善
之
助
の
推
奨
で
開
始

し
た
の
だ
と
い
う
。

（
６

）　

前
掲
谷
沢
、
四
一
〇
〜
四
一
一
頁
。

（
７

）　

杉
原
四
郎
「
内
容
見
本
の
書
誌
的
意
義
│
河
上
肇
の
場
合
を
中
心
に
│
」

（『
書
誌
索
引
展
望
』
一
二-

一
、
昭
和
六
三
年
）
三
〇
〜
三
一
頁
。

（
８

）　

今
井
修
「
西
岡
虎
之
助
と
『
新
日
本
史
叢
書
』」（『
歴
史
評
論
』
七
三
二
、

平
成
二
三
年
）
三
二
〜
三
九
頁
。

（
９

）　

黒
板
「
序
」（『
虚
心
文
集
』
第
一
〈
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
一
四
年
〉）
二
頁
。

（
10
）　

黒
板
『
国
体
新
論
』（
博
文
堂
、
大
正
一
四
年
）
二
頁
。

（
11
）　

Ｋ
・
Ｔ
生
「
停
年
で
や
め
る
国
史
の
大
御
所　

黒
板
勝
美
教
授
」（『
歴
史
公

論
』
四-

三
、
昭
和
一
〇
年
）
一
〇
七
頁
。

（
12
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
完
成
記
念
特
集
号
で
あ
る
『
日
本
歴
史
』
一
九
四
（
昭

和
三
九
年
）
巻
頭
の
口
絵
「
黒
板
勝
美
博
士
の
校
正
」、
お
よ
び
齋
藤
忠
編
『
書

簡
等
か
ら
み
た
史
学
・
考
古
学
の
先
覚
』（
雄
山
閣
出
版
、
平
成
一
〇
年
）
六

四
頁
。

（
13
）　
「
凡
例
」（
前
掲
『
虚
心
文
集
』
第
一
）
三
頁
。

（
14
）　

黒
板
「
祭
政
一
致
の
国
体
」（『
国
学
院
雑
誌
』
三
一-

一
、
大
正
一
四
年
）

四
一
〜
四
四
頁
。

（
15
）　

前
掲
黒
板
『
国
体
新
論
』
三
八
〜
四
〇
頁
。

（
16
）　

前
掲
黒
板
「
祭
政
一
致
の
国
体
」
四
四
〜
四
六
頁
、
同
『
更
訂
国
史
の
研
究
』

総
説
（
岩
波
書
店
、
昭
和
六
年
）
四
九
六
頁
、
同
「
日
本
政
治
思
想
の
特
質
」

（『
岩
波
講
座
東
洋
思
潮
』
一
一
、
昭
和
一
一
年
）
二
一
頁
ほ
か
。
こ
の
よ
う
な

皇
室
の
〈
無
姓
〉
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
島
善
高
「「
万
世
一
系
の
天
皇
」

に
つ
い
て
」（
同
『
律
令
制
か
ら
立
憲
制
へ
』〈
成
文
堂
、
平
成
二
一
年
、
初
出

平
成
四
年
〉）。

（
17
）　

前
掲
黒
板
『
国
体
新
論
』
四
一
〜
五
六
頁
。

（
18
）　
「
日
本
政
治
思
想
の
特
質
」
で
は
第
一
章
の
章
題
を
「
祭
政
不
二
」
と
し
、

七
頁
で
「
祭
政
不
二
ま
た
は
祭
即
政
」
と
表
現
し
て
い
る
。
な
お
、
黒
板
の
甥
・

黒
板
伸
夫
は
『
国
体
新
論
』
に
関
し
て
、「
こ
れ
を
は
じ
め
て
読
ん
だ
少
年
時

の
私
の
頭
に
『
サ
イ
・
ソ
ク
・
セ
イ
』
と
い
う
言
葉
が
若
干
の
違
和
感
を
伴
っ

て
離
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
想
を
残
し
て
い
る
（「
追
想
黒
板
勝
美
」〈『
古
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代
文
化
』
四
九-

三
、
平
成
九
年
〉
五
一
頁
）。

（
19
）　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
『
祭
政
一
致
と
臣
民
道
』（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、

昭
和
一
二
年
）
第
二
章
「
祭
政
一
致
論
の
史
的
展
開
」
第
六
節
「
現
代
に
於
け

る
祭
政
一
致
論
」
に
は
、
今
泉
定
助
、
西
晋
一
郎
、
河
野
省
三
、
植
木
直
一
郎

の
所
説
と
と
も
に
、
黒
板
『
国
体
新
論
』
の
「
祭
即
政
」
論
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
（
二
二
三
〜
二
二
六
頁
）。
黒
板
の
「
万
世
一
系
」
を
巡
る
皇
室
〈
無
姓
〉

論
と
祭
政
一
致
論
に
つ
い
て
は
、
藤
田
大
誠
氏
の
御
示
教
を
得
た
。

（
20
）　

丸
山
二
郎
「
古
文
書
学
に
つ
い
て
の
二
三
の
覚
書
」（『
駒
沢
史
学
』
四
、
昭

和
二
九
年
）
二
一
〜
二
二
頁
。

（
21
）　

高
橋
正
彦
「
古
文
書
研
究
の
歴
史
⑵
日
本
」（『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
一
〈
雄

山
閣
出
版
、
昭
和
五
三
年
〉）
五
四
頁
。

（
22
）　

前
掲
丸
山
、
一
六
〜
二
一
頁
。

（
23
）　

黒
板
「
小
序
」（
瀧
川
政
次
郎
編
『
法
制
史
料
古
文
書
類
纂
』〈
有
斐
閣
、
昭

和
二
年
〉）
三
〜
四
頁
。

（
24
）　

坂
本
太
郎
「
国
史
大
系
と
黒
板
博
士
」（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
月
報
一
四

〈『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
別
巻
１

（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
〇
年
）
付
録
〉）

二
頁
。

（
25
）　

黒
板
「
外
遊
談
（
上
）」（『
学
士
会
月
報
』
四
八
八
、
昭
和
三
年
）
六
頁
。

（
26
）　

黒
板
「
日
本
古
文
書
様
式
論
」（『
虚
心
文
集
』
第
六
〈
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

一
五
年
〉）
二
〜
五
頁
。

（
27
）　

帰
国
し
た
明
治
四
三
年
に
行
わ
れ
た
講
演
「
欧
洲
に
於
け
る
支
那
考
古
学
の

研
究
」（『
漢
学
』
一-

一
、
明
治
四
三
年
）。
神
田
喜
一
郎
は
、
同
講
演
は
中
央

ア
ジ
ア
の
出
土
品
の
意
義
を
日
本
の
学
界
に
伝
え
た
最
初
の
も
の
で
、「
こ
の

黒
板
博
士
の
御
講
演
の
筆
記
は
そ
う
い
う
意
味
に
お
き
ま
し
て
歴
史
的
に
重
要

な
文
献
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
博
士
の
論
文
集
で
あ
り
ま
す
『
虚
心
文
集
』

の
中
に
も
採
録
せ
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ぬ
の
で
、
今
日
こ
れ
を
知
る
人
が
殆
ど
あ

り
ま
せ
ぬ
の
は
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
黒
板
博
士
に
は
わ
た
く

し
も
多
年
何
か
と
御
厚
誼
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
が
、
博
士
は
京
都
の
内
藤
先
生

や
富
岡
先
生
と
は
早
く
か
ら
特
に
御
昵
懇
の
間
柄
で
あ
り
、
絶
え
ず
御
交
渉
が

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
博
士
の
齎
ら
さ
れ
ま
し
た
そ
う
し
た
新
ら
し
い
御
見
聞
談

が
こ
れ
ま
た
京
都
の
敦
煌
学
派
を
刺
激
し
た
こ
と
は
疑
あ
り
ま
せ
ぬ
」
と
述
べ

る
（『
敦
煌
学
五
十
年
』〈
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
五
年
〉
二
五
頁
）。
大
正
七
年

の
講
演
「
大
宝
令
ニ
見
エ
タ
ル
官
位
ノ
称
呼
竝
ニ
画
指
ニ
ツ
イ
テ
」（『
法
学
協

会
雑
誌
』
三
七-

二
、
三
、
大
正
八
年
）
で
は
ス
タ
イ
ン
の
発
掘
品
写
真
の
一

部
を
閲
覧
に
供
し
た
ら
し
く
、「
支
那
唐
朝
の
画
指
文
書
」
が
三
七-

三
の
口
絵

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　

前
掲
黒
板
「
外
遊
談
（
上
）」
七
頁
。『
黒
板
勝
美
先
生
遺
文
』（
黒
板
勝
美

先
生
生
誕
百
年
記
念
会
、
昭
和
四
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
黒
板
の
「
昭
和
二
、

三
年
日
記
」
に
は
、
調
査
ノ
ー
ト
の
写
真
が
一
部
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
二
五
五

頁
）。
黒
板
昌
夫
は
同
日
記
「
は
し
が
き
」
で
、「
大
英
博
物
館
の
ス
タ
イ
ン
将

来
西
域
古
文
献
の
調
査
は
外
遊
の
目
的
の
一
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
別
に
丁
寧

な
ノ
ー
ト
も
あ
り
、
古
文
書
学
の
立
場
か
ら
、
所
謂
異
体
文
字
の
資
料
に
関
心

を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
二
二
一
頁
）、
調

査
は
ド
イ
ツ
で
も
行
わ
れ
た
（
本
稿
註
30
参
照
）。
帰
国
後
の
昭
和
三
年
一
〇

月
、
黒
板
は
史
学
会
例
会
に
お
い
て
「
煌マ

マ燉
及
び
土
魯
番
等
出
土
の
古
文
書
研

究
資
料
に
就
い
て
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
が
（「
史
学
会
十
月
例
会
記
事
」

〈『
史
学
雑
誌
』
三
九-

一
二
、
昭
和
三
年
〉
一
一
二
頁
）、
講
演
要
旨
・
講
演
筆

記
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
29
）　

瀧
川
政
次
郎
は
、
黒
板
が
「
夙
に
敦
煌
か
ら
出
た
唐
代
文
書
に
注
意
せ
ら
れ
、

唐
の
文
書
の
形
式
が
我
が
正
倉
院
文
書
の
形
式
と
ぴ
っ
た
り
合
わ
な
い
の
は
、

正
倉
院
文
書
を
作
成
し
た
東
西
史
部
（
ヤ
マ
ト
、
カ
ハ
チ
ノ
フ
ビ
ト
ベ
）
が
、

そ
の
故
郷
で
あ
る
楽
浪
、
帯
方
の
郡
で
学
ん
だ
魏
晋
南
北
朝
の
古
い
文
書
の
形

式
を
墨
守
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（「
中

国
古
文
書
学
の
提
唱
│
荻
野
三
七
彦
氏
の
「
問
わ
れ
る
古
文
書
学
」
を
読
ん
で

│
」〈『
皇
学
館
論
叢
』
一
〇-

五
、
昭
和
五
二
年
〉
一
二
〜
一
三
頁
）。

（
30
）　

高
田
時
雄
は
、
前
述
の
よ
う
な
黒
板
の
敦
煌
文
書
と
の
関
係
に
言
及
し
た
う

え
で
、
公
刊
さ
れ
た
成
果
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、「
黒
板
の
調
査
は
日
本
の
敦

煌
学
に
さ
し
た
る
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
す
る
（「
敦
煌
写
本



資
料
紹
介　

黒
板
勝
美
『
虚
心
文
集
』
内
容
見
本

（　　）32

を
求
め
て
│
日
本
人
学
者
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
書
行
│
」〈『
仏
教
芸
術
』
二
七
一
、

平
成
一
五
年
〉
二
三
頁
）。
こ
れ
に
対
し
小
島
浩
之
は
、「
草
創
期
の
中
国
古
文

書
学
に
お
い
て
、
日
本
古
文
書
学
の
開
拓
者
の
一
人
で
あ
る
黒
板
勝
美
が
果
た

し
た
役
割
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
」「
古
文
書
学
の
側
面
か
ら
考
え
れ

ば
、
当
時
の
東
大
・
京
大
の
東
洋
史
学
者
は
、
黒
板
の
敦
煌
文
書
や
吐
魯
番
文

書
に
対
す
る
古
文
書
学
的
視
点
か
ら
の
分
析
を
実
際
に
聞
き
得
る
機
会
が
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
中
国
史
研
究
者
の
耳
に
入
る
古
文
書
学
の
知
識
が
、
黒
板
ら

に
よ
る
様
式
論
中
心
の
古
文
書
学
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
中
国
古
文
書
学
を
日
本

古
文
書
学
（
＝
中
世
古
文
書
学
）
の
体
系
に
当
て
は
め
て
考
え
る
一
つ
の
契
機

に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
評
価
、
ま
た
仁
井
田
陞
が
『
唐
宋
法
律
文

書
の
研
究
』（
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
昭
和
一
二
年
）「
序
」
二
頁
に
お

い
て
黒
板
を
中
田
薫
、
内
藤
湖
南
、
神
田
喜
一
郎
な
ど
と
と
も
に
「
支
那
古
文

書
学
研
究
の
先
駆
者
」
と
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
（「
中
国
古
文
書
学
に

関
す
る
覚
書
（
上
）」〈『
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
年
報
』
二
、
平
成
二
四
年
〉

九
二
〜
九
三
頁
註
７

、
九
四
頁
註
19
）、
本
稿
註
27
の
神
田
喜
一
郎
の
回
想
と

合
わ
せ
て
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仁
井
田
は
同
書
に
お
い
て
黒
板
の
画
指
研

究
を
先
行
研
究
と
し
て
評
価
す
る
が
（「
序
」
一
頁
、
七
四
頁
註
⑷
）、
同
時
に

昭
和
一
一
年
一
月
の
史
学
会
例
会
席
上
で
黒
板
が
、「
先
年
欧
洲
を
遊
歴
さ
れ

た
際
、
ル
・
コ
ツ
ク
氏
及
び
普
魯
西
翰
林
院
の
特
別
の
計
ひ
」
で
得
た
「
翰
林

院
所
蔵
に
か
ゝ
る
吐
魯
番
発
見
の
法
律
史
関
係
文
書
の
写
真
」
の
一
部
を
仁
井

田
に
貸
与
、「
ス
タ
イ
ン
氏
が
シ
ヤ
バ
ン
ヌ
氏
に
古
文
書
の
研
究
を
委
ね
た
と

同
じ
意
味
に
於
い
て
、
そ
の
研
究
を
委
託
す
る
と
述
べ
ら
れ
た
」
こ
と
に
特
に

謝
意
を
述
べ
て
い
る
（「
序
」
三
頁
）。
黒
板
の
第
二
次
洋
行
に
お
け
る
中
国
古

文
書
調
査
が
本
稿
註
28
で
言
及
し
た
大
英
博
物
館
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
る
と
同
時
に
、
論
著
の
形
を
と
ら
な
い
学
問
的
影
響
が
思
わ
れ
る
。
な

お
昭
和
一
一
年
一
月
の
史
学
会
例
会
講
演
は
黒
板
「
日
本
古
文
書
の
分
類
法
に

就
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
四
七-

四
、
昭
和
一
一
年
）
で
あ
り
、「
聴
衆
八
十
名

余
名
に
上
り
、
場
外
に
ま
で
溢
れ
出
で
近
来
稀
な
る
盛
会
で
あ
つ
た
。
講
演
終

了
後
、
瀧
川
政
次
郎
博
士
、
仁
井
田
陞
学
士
等
の
質
問
や
批
判
が
あ
つ
て
、
一

層
活
気
を
添
え
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（「
史
学
会
一
月
例
会
」〈『
史
学
雑

誌
』
四
七-

三
、
昭
和
一
一
年
〉
九
三
頁
）。

（
31
）　
『
虚
心
文
集
』
に
関
す
る
数
少
な
い
回
想
と
し
て
、
先
述
の
丸
山
の
ほ
か
に
、

林
健
太
郎
、
荻
野
三
七
彦
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
林
は
、『
虚
心
文
集
』
第
七

収
録
『
西
遊
二
年
欧
米
文
明
記
』
挿
絵
写
真
を
新
し
い
も
の
に
差
し
替
え
る
仕

事
を
し
た
と
い
う
（「
国
史
学
界
傍
観
」〈『
日
本
歴
史
』
五
五
九
、
平
成
六
年
〉

五
四
〜
五
五
頁
）。
確
認
し
て
み
る
と
、
確
か
に
差
し
替
え
た
と
思
し
き
挿
絵

が
み
ら
れ
る
。

 

　

荻
野
三
七
彦
は
、「
そ
の
第
五
冊
に
折
込
挿
入
し
た
印
章
図
は
原
寸
大
の
二

色
刷
数
葉
で
あ
っ
て
、
各
種
印
影
の
は
じ
め
に
天
皇
御
璽
を
配
す
る
予
定
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
結
果
と
し
て
は
そ
れ
が
認
可
せ
ら
れ
ず
に
白
紙
の
ま
ま
に
刊
行

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
敬
罪
に
関
係
す
る
と
の
理
由
か
ら
で
あ
り
、
当

時
は
天
皇
家
の
菊
花
の
紋
も
全
部
隠
蔽
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
始
末
で
あ
り
、

宸
翰
文
書
の
場
合
に
は
、
幅
物
の
表
装
の
菊
花
紋
が
隠
蔽
し
て
陳
列
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
っ
て
、
当
時
と
し
て
は
こ
う
し
た
理
由
の
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
（『
印
章
』〈
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
一
年
〉
五

八
〜
五
九
頁
）。『
虚
心
文
集
』
第
五
を
確
認
す
る
と
、「
古
文
書
学
概
論
」
の

「
第
七　

印
章
」
一
四
四
頁
〜
一
四
五
頁
折
込
の
各
種
印
章
図
の
冒
頭
に
は
外

印
、
諸
司
印
、
国
印
、
監
印
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
不
自
然
な
空
欄
が
あ
り
、

こ
こ
に
内
印
（
天
皇
御
璽
）
が
入
る
予
定
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。『
更
訂
国

史
の
研
究
』
総
説
（
岩
波
書
店
、
昭
和
六
年
）
六
六
〜
六
七
頁
折
込
の
各
種
印

章
図
の
冒
頭
に
は
内
印
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
両
書
刊
行
の
間
に
お
け
る
時
勢

の
変
転
が
う
か
が
え
る
。


